
施策22 魅⼒があり持続的発展性のある農業を⽀援します

施策23 幹線道路の整備を進めます

施策19 既存産業や次世代産業の育成を⽀援します

施策20 意欲を持って働けるよう就労⽀援を進めます

施策21 ⼥性の活躍できる環境をつくります

Plan４
活⼒を⽣みだす

５つのプラン

第３章 施策ごとの計画

プ
ラ
ン

４
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●

●

●

●

●

●

●

基盤の整備に加え、規制緩和などソフト面の環境整備が重要です。

本市に進出したい企業の誘致や市内企業の事業拡大の希望に応え、企業の新設、増設を

【 課題 】

現状と課題

既存産業や次世代産業の育成を支援します

【 現状 】
本市の地場産業である繊維産業は、後継者不足や外国産の安価な繊維製品の台頭により
苦戦を強いられており、年々事業所数が減少しています。

既存産業の活動・発展や、新たに創業する事業所への支援を⾏い、環境の変化に耐えう

繊維技術を継承しつつ繊維産業の衰退を防ぎ、安価な輸入繊維製品との差別化を図るた

産による受注減少などにより受ける影響が大きく、卸売・小売業や飲食・宿泊業など、

人材の発掘・育成を図るとともに、関係企業へ情報を発信し、国内外へ尾州産地をア

市内には、中小規模の事業所が多く、原材料の高騰等や経済の悪化による大手企業の減

将来起こる可能性が高い南海トラフ地震に備え、BCP（事業継続計画）の整備を支援す
る必要があります。

促進するため、産業適地の検討、新たな産業用地の計画的な創出、道路等のハード面の

製造業以外の業種においても、資⾦繰りについての悪化が懸念されます。

す。

め、高品質の商品開発への支援が必要です。

ピールするなどの活発な活動を支援し、繊維産業の継続的な発展を目指す必要がありま

る次世代産業を育成する必要があります。
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食料品 繊維工業 プラスチック
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平成24年 平成25年 平成26年

0

Plan４ 活⼒を⽣みだす

資料：経済産業省⼯業統計調査

■業種別の製造品出荷額等の推移

施策19

（千万円）
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関連する個別計画

○繊維産業を体験するためのインター
 ンを受け入れる

7.3%

○⼀宮市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略
○繊維業界は、その技術⼒の高さをま
 ずは市⺠にも周知する用語説明

基準値

市⺠が考えた
 「私たちにできること」

○次世代産業
  本市では、⾃動⾞関連、航空宇宙関連、環境・新エネル
 ギー関連、健康⻑寿関連、情報通信関連、ロボット関連等
 の産業を重点的に誘致・振興を図っている。

※各指標の算出方法は92から96ページを参照

○地元の製品を購入する

指標名

⼀宮市の企業は活⼒があると思う人の割合

②法人数 8,550事業所 9,000事業所

③奨励⾦を交付した企業の新増設の累積件数 36事業所 40事業所

市⺠の体感指標

基準値 目標値

成果指標

指標名

●地場産業の持続的な発展
ジャパン・テキスタイル・コンテスト事業、

事業展開の方向性

●各種事業所への支援と育成
FDC尾州モノづくり・プロモーション支援事業

商⼯団体等事業費補助事業、特許及び実用新案

611件 670件

●産業の多角化
出願支援事業、いちのみや応援基⾦推進事業

企業⽴地促進事業、企業⽴地関連道路整備事業、

①中小企業振興融資の助成件数

次世代産業育成支援事業
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●

●

●

●

●

●
●

現状と課題

意欲を持って働けるよう就労支援を進めます

たために離職を選ぶ人もいます。

【 現状 】
事業所での障害者の雇用は増えていますが、短期で就職と退職を繰り返す場合がありま
す。
平成18年４月に高年齢者雇用確保措置が義務化され、65歳まで働くことができる環境は
整いつつあります。
働きたいがどうすれば良いかわからない若者や、就職はしたが希望の職種に就けなかっ

障害者が希望の職種に就き、意欲を持って働くことができるように事業所の間口を広げ

未就労の若者のために、就労を支援する事業が必要です。

【 課題 】

就職を希望する高年齢者の増加に伴い、今後は65歳を超えても働くことができるような
支援が必要です。

る必要があります。

要です。
離職した人が、希望する職種に就職するために必要な技能を身につけるための支援が必

0.95
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平成

24年度

平成

25年度

平成

26年度

平成

27年度

一宮公共職業安定所管内
愛知県
全国
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2.6
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3.0

3.5

4.0

4.5

平成

24年度
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平成

26年度

平成

27年度

愛知県 全国

■市内事業所数および従業員数

Plan４ 活⼒を⽣みだす

資料：愛知労働局統計情報
資料：厚⽣労働省職業安定業務統計、

愛知労働局統計情報

資料：総務省 事業所・企業統計調査（平成18年）、
経済センサス 基礎調査（平成21年）、
経済センサス 活動調査（平成24年）

（％） （倍）

■完全失業率 ■有効求⼈倍率

施策20

平成18年 平成21年 平成24年
事業所数 16,587事業所 16,636事業所 15,652事業所
従業者数 127,089人 131,800人 132,707人
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●若者の就職支援の拡⼤
若者就職支援事業

事業展開の方向性

●障害者の就労、⾼年齢者の継続雇用の推進
障害者特別雇用奨励⾦支給事業、高年齢者雇用奨励⾦支給事業

●離職者の技能習得の拡⼤
離職者職業訓練助成事業

成果指標

指標名 基準値 目標値

①就職支援フェア来場人数 120人 150人

③市内の企業で働いている60歳以上の高年齢者の割
 合

18.1% 22.0%

②離職者職業訓練の助成件数 140件 170件

市⺠の体感指標

指標名 基準値

就労支援を必要とする人への支援がなされていると思う人の割合 10.5%

※各指標の算出方法は92から96ページを参照

用語説明 市⺠が考えた
 「私たちにできること」○高年齢者雇用確保措置

  高年齢者雇用安定法の改正で60歳以上の高年齢者の雇用
 確保（「(1)定年の引き上げ」「(2)継続雇用制度の導入」
 「(3)定年の廃⽌」のいずれか）が義務付けられた。
○高年齢者
  高齢者雇用安定法において、55歳以上の人をいう。

○NPOなどが職業訓練できる場を⽴ち
 上げる
○企業は市内在住の人を積極的に採用
 する
○障害者の雇用拡大や定年退職した人
 の再雇用に努める
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●

●

●

●

●

●
に加え、⻑時間労働等に代表される男性中心型の働き方の⾒直しや、男性の家事・育児
等への参加などの意識の変⾰も必要です。

⼥性本人の意思が尊重され、⼥性が活躍できるようになるためには、制度や施設の整備

【 課題 】

きに、希望の職に就くための支援が重要です。
子育て・介護・家事に従事するため、退職する⼥性も依然として多く、再就職を望むと

が重要です。

く、固定的な性別による役割分担意識が根強く残っています。

⼥性が活躍するためには、仕事と子育て・介護などの家庭⽣活の両⽴を円滑にすること

本市では、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方を持つ人の割合が高

⼥性の活躍できる環境をつくります

国は平成25年６月に成⻑戦略の中核に「⼥性の活躍推進」を掲げ、平成27年９月には⼥
性活躍推進法を施⾏するなど、⼥性が活躍する社会への取組を進めています。

現状と課題

【 現状 】

活躍できる環境の整備が求められています。
人口減少の進展に伴う労働⼒不足の懸念や人材の多様性の確保などから、⼥性が十分に
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Plan４ 活⼒を⽣みだす

資料：国勢調査（平成22年）

資料：⼀宮市男⼥共同参画意識に関する調査
（平成25年11月）

■「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」
という考え方

■性別・年代別の労働⼒率

施策21

54 55



関連する個別計画

〇ワーク・ライフ・バランス
  仕事、家庭⽣活、地域⽣活、個人の⾃己啓発など、さまざ
 まな活動について、⾃らが希望するバランスで展開できる状
 態のこと。
○⼥性活躍推進法
  ⼥性が、職業⽣活において、希望に応じて十分に能⼒を発
 揮し、活躍できる環境を整備するため平成27年８月に成⽴、
 同年９月４⽇に施⾏された法律のこと。10年間の時限⽴法。

8.4%

○第２次⼀宮市男⼥共同参画計画〜１３８ハート
 フルプラン〜 ○男性も家事や育児を分担する

用語説明
○就労に関連する講座等を積極的に活
 用する
○身近な人と家事、育児、介護を助け
 合う

市⺠の体感指標

65.0%

基準値

市⺠が考えた
 「私たちにできること」

※各指標の算出方法は92から96ページを参照

③就職を希望する⼥性の就職率 5.6%

指標名

男⼥差なく働けると感じている人の割合

②育児休業取得率（⼥性） 97.7% 100%

成果指標

指標名 基準値 目標値

①育児休業取得率（男性） 0.6% 13.0%

●⼥性のチャレンジ支援
⼥性再就職応援セミナー開催事業

事業展開の方向性

●ワーク・ライフ・バランスの推進
男⼥共同参画情報紙発⾏事業、放課後児童健全育成事業、保育事業、認知症介護家族支援事業

54 55



●

●

●

●
●
●

意欲の低下、耕作放棄地の発⽣等が危惧されています。

魅⼒があり持続的発展性のある農業を支援します

現状と課題

【 現状 】
少子高齢化による農業従事者数の減少と農産物⾃由化に伴う価格の低下等により、経営

国は農地の集約化・大規模化、情報通信技術（ICT）によるコスト削減や６次産業化、
地産地消、地域ブランド化を推し進めており、本市でも付加価値の高い農産物の⽣産を

食料⾃給率の低迷や食料の安定供給、食の安全・安心に対する要求が高まっています。

農業従事者数の減少に対して、担い手の確保を継続的に⾏う必要があります。
担い手は個人経営が多く、後継者がいないなど継続性に問題があります。

【 課題 】

目指しています。

本市は大都市近郊の地域であるため、土地の資産的価値が高いことが農地流動化の阻害

し、農業⽣産⼒を高める必要があります。
要因となっていますが、農地の集約化・大規模化を進めることで農業⽣産コストを削減

● JA直売所等での農産物直販・大型小売店舗等での地場農産物の人気は高いため、更に農
産物の販売機会の拡大を図り⽣産者を支援するとともに、後継者を育成する必要があり
ます。
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■農家数 ■経営耕地面積および農業経営体あたりの
耕地面積

Plan４ 活⼒を⽣みだす

資料：農林業センサス

（戸）

※農家：経営耕地面積が10a以上または農産物販売⾦額
が15万円以上の世帯

※⾃給的農家：経営耕地面積が30a未満かつ農産物販売
⾦額が50万円未満の農家

※販売農家：経営耕地面積が30a以上または農産物販売
⾦額が50万円以上の農家

（ha） （ａ）

資料：農林業センサス・⼀宮市

※経営耕地(農業経営体が経営している耕地)＝所有耕地
－貸付耕地－耕作放棄地＋借入耕地

※農業経営体：経営耕地面積が30a以上等の事業を⾏う
者（ほぼ販売農家と同じ）

施策22
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関連する個別計画

６次産業化・地産地消推進事業、水田農業構造改⾰対策促進補助事業、家畜防疫対策補助事業、

事業展開の方向性

●農地の集積・集約化、安心・安全な農産物の推進
農地集積・集約化対策事業、地域農政総合推進事業、環境保全型農業直接支払補助事業、
残留農薬分析補助事業

●担い手の確保と育成の推進
新規就農総合支援事業、農業後継者育成補助事業、⼀宮市⼥性農業者会議補助事業、
はつらつ農業塾事業、農漁業近代化資⾦利子補給補助事業

●農家の経営安定の推進

野菜価格安定補助事業

成果指標

①新規就農者数 13人 15人

指標名 基準値 目標値

○農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想 ○地元で採れた野菜を買う

基準値

53.2%

②農地の集積率 8.7% 11.2%

市⺠の体感指標

市⺠が考えた
 「私たちにできること」○⼀宮市農業振興地域整備計画

※各指標の算出方法は92から96ページを参照

指標名

市内の農産物に愛着を感じている人の割合

○⼀宮市６次産業化・地産地消推進計画 ○地場野菜を使った料理教室を開催す
 る

用語説明 ○耕作放棄地を借り受け、農業を体験
 する○６次産業化

  農林漁業者が原材料供給者としてのみではなく、⾃ら連
 携して加⼯・流通や販売に取り組む経営の多角化を進める
 ことで、農村の雇用確保や所得の向上を目指すこと。
○農地の集積
  地域で中心になる意欲的な農家（担い手）に農地を集め、
 農作業を効率化し、⽣産コストを下げること。
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●

●

●
●

●
●

●

● ⾃動⾞の円滑な通⾏や渋滞対策のみでなく、歩⾏者や⾃転⾞利用者等の誰もが安全に通

【 課題 】

⾏できる道路交通環境の整備も必要です。

は増加傾向にあります。

幹線道路の⽼朽化についてはあらかじめ適切な対策を⾏い、ライフサイクルコストの縮
減に努める必要があります。

町との緊急輸送が可能な道路ネットワークの構築が必要です。

⼀宮ジャンクションや国道22号の渋滞対策として、名岐道路の早期整備が必要です。

道路網を有する交通の要衝となっていますが、⼀宮ジャンクションや国道22号をはじ
め、多くの箇所で慢性的に渋滞が発⽣しています。
中心市街地周辺や土地区画整理事業の実施済みの地域では、幹線道路の整備が進んでい
ますが、周辺部においては、幹線道路の整備が遅れています。

現状と課題

【 現状 】
本市は、名神高速道路、東海北陸⾃動⾞道、名古屋高速道路（名岐道路）といった高速

幹線道路の整備を進めます

幹線道路の多くは、今後、急速な⽼朽化が懸念されます。
交通死亡事故が減少傾向にあるなか、歩⾏中および⾃転⾞乗⾞中の交通死亡事故の割合

市としての⼀体感をもたらし、地域間の活発な交流を⽣むとともに、災害時には周辺市

整備済

79.5％

未整備

20.5％

整備済

53.3％

未整備

46.7％

Plan４ 活⼒を⽣みだす

■都市計画道路の整備割合

・地域２〜５：市（周辺部）

・地域１：本庁、丹陽町、
大和町地域

資料：⼀宮市（平成27年度末現在）

施策23

凡例

高速道路

※地域区分は⼀宮市都市計画に関する基本的な方針
（⼀宮市都市計画マスタープラン）による
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関連する個別計画 市⺠が考えた
 「私たちにできること」

※各指標の算出方法は92から96ページを参照

基準値

55.6%幹線道路が整備されていると思う人の割合

53.3% 54.9%

市⺠の体感指標

○⼀宮市舗装管理計画
○道路の陥没など危険な箇所を⾏政へ
 伝える

○⼀宮市橋梁保全計画 ○幹線道路が渋滞しないよう、公共交
 通機関を利用したり⾃家用⾞に相乗
 りしたりする用語説明
○道路の中央分離帯などのポイ捨てご
 みを清掃する

○幹線道路
  都市間や市内の主要な地点を結び、道路網の骨格となる道
 路のこと。
○都市計画道路
  都市計画法により、あらかじめルートや幅員などが決めら
 れた幹線道路のこと。
○市（周辺部）
  中心市街地周辺と土地区画整理事業が概ね終了している丹
 陽町・大和町連区を除いた地域のこと。

○⼀宮市都市計画に関する基本的な方針（⼀宮市
 都市計画マスタープラン）

成果指標

国・県と連携した幹線道路整備促進事業

歩道拡幅事業（光明寺二ツ屋線・五城森上線）
●幹線道路の改良

目標値

●幹線道路の保全
幹線道路舗装改良事業、橋梁保全事業

●幹線道路の新設
幹線道路整備事業（福塚線・今伊勢北方線）、

事業展開の方向性

①市（周辺部）の都市計画道路の整備割合

指標名

指標名 基準値

きょうりょう
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